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請求書等宛先名：



１．就学前人口・待機児童数等の推移と今後の保育施設整備計画等について
２．保育所の整備手法について
３．世田谷区の【保育の質】を維持・向上させていくための取り組み
　（世田谷区保育の質ガイドライン等）

〔世田谷区〕量的拡大と質の向上を両輪に考える保育所整備について
　　　　　～世田谷区保育の質ガイドライン等を踏まえて～

子育ての緊急事態をどう乗り越えるか
～３つの安心がそろった保育園整備に向けて～

１．危うい「保活」の現状と自治体に求められるサポート
２．３・２８緊急施策への評価
３．保育士不足の背景と対策
４．保育の量と質の両立のために求められること
５．暮らしのインフラとしての保育所の機能

「保育所保育指針改定に関する検討会」「子ども・子育て新システム　
幼保一体化ワーキングチーム」委員など、国や自治体の委員も務める。
著書に『共働き子育てを成功させる５つの鉄則』『共働き子育て入門』
（ともに集英社）、『変わる保育園』（岩波ブックレット）、ほか多数。

【質疑応答】

【質疑応答】

【質疑応答】

【質疑応答】

待機児童対策が進まない要因と改善方策
１．エンゼルプラン（子育て支援対策）等の登場から「子ども子育て支援新制度」施行までのプロセスと検証　
　　（１）＜1992～1994年＞エンゼルプラン（子育て支援対策）の登場
　　　　～1992年の新育児休業法施行から1994年保育問題検討会報告書まで～
　　（２）＜1994～2000年＞エンゼルプラン・緊急保育対策等5カ年計画の登場、児福法24条改正、待機児童対策の動向把握
　　（３）＜2000～2015年＞エンゼルプラン・子育て支援策と規制緩和政策の推進、保育制度改革
　　　　～2000年の規制緩和（保育所設置主体制限の撤廃と個人・企業の参入容認）から2015年の「子ども子育て支援新制度」の施行まで～
２．保育ニーズの変化と待機児童対策の遅れ
　 　女性の社会進出に伴う保育ニーズをどのように把握していたのか／幼児保育の無償化が提案されているが、待機児童対策との
　     関連の視点が見られない／「保育を必要とする」認定から「希望するすべての乳幼児の保育保障（権利としての保育保障）」への
　　ステージに入り始めている（国際的な潮流）～
３．国の待機児童政策の進展と自治体間の格差
　　（１）待機児童対策の整備計画では、目標値には待機児童数だけが示され、どのような施設をどのように設置するかの視点が欠落
　　（２）自治体の保育所普及状況の把握と待機児童政策の進め方（格差の拡大か、縮小か）
　　（３）[児福法24条1項]市町村の保育実施責任と自治体の保育責任の意義・限界／公私立平等の財政保障、市町村の認可保育所設置義務
４．保育士確保困難（「保育士不足」）と保育士処遇対策の遅れ
　　（１）新制度の2016年度の保育所公定価格（保育費用）はやっと2000年度水準
　　（２）給与単価は保育士2000年度水準、主任保育士や所長は2000年度水準以下
　　（３）完全週休２日制が保障されない保育士、保育士のサービス残業の日常化
　　（４）ワークライフバランスの担い手の保育士にはワークライフバランスが保障されていない現実
５．街づくり・震災対策と保育所整備
　　～各地域の震災環境と震災対策をどのように把握し、考えているか～
６．新制度の開始と矛盾の拡大・混乱の中で
　　（１）保育制度の三元化と施設の多様化と地域の子どもの生活圏の変貌
　　（２）保育制度の再構築と待機児童対策の進め方

〔松戸市〕待機児童解消に向けた取組み
　　　　～小規模保育事業の推進と連携施設の確保～
　１．県下1位の小規模保育施設の整備
　２．私立幼稚園預かり保育事業の新規補助制度
　３．その他：松戸市の子ども政策


